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午前6時 西　ノ　風，微 牟　　曇 761 6度
午前8時 西　ノ　風，微
? 762 9度
午前10時 西　ノ　風，微 晴 766 12度2
正　　午 西　ノ　風，微 牛　　曇 766 13度5
午後2時 西　ノ　風，微 牟　　曇 765 12度5
午後4時 西　ノ　風，微 牟　　曇 765 11度
午後6時 西　ノ　風，微
? 763 9度2
午後8時 西　ノ　風，微 晴 761 8度3
午後10時 西　ノ　風ジ微 薄　　曇 761 8度5
午後11時 西　ノ　風，微 薄　　曇 760 8度
日量（午前8蒔15分ヨリ同8時27分マデ現象）
膿（午後9時15分則剛塒39分マデ現象，潮目午後1嚇20分朗同10時40分ず異
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　　　常最チ襯測シタ）
　朝露アリ
　煙霧（午前6時20分ヨリ同7時50分マデ）
　絡日中蒸シ蒸シシタ天候
　　　　　　　　　　　　（六）　地震に絆ふ鳥兜現象
　今回の地震に伴って護光現象を見た所は，和歌山市，御坊町，湯淺町，印南
町，南部町，田邊町，白濱町，稻成語に亘り，日高郡寒川村の山地でも目撃者
があった．蔽に各地から筆者宛に報告のあったものを記すと，
　（イ）和歌山方面一・fn歌山市内東和歌山騨附近で，張震と共に眞赤な光を見
　　　　たが，光った方向は西方で，サ1チラn卜状のもの．（目撃者3名）
　（m）御坊方面一18日午後9・時37分頃當地方に稀に見る：地震あり，人々を驚
　　　　かしたが，この地震獲生の直前において俗に謂ふ「椋午虹」（西郡椋至
　　　　氏の獲見）を稜卜したといふのである．その稜見者は松原村濱の瀬の
　　　　某氏で，同人が9時年過ぎ自宅前に立って，明日の天候を意想せんと，
　　　　室をのぞんだ廣，月明の中にも幅3尺位の一條の光線が東から西に張
　　　　つて翼赤にしてみるのを襲見，軍艦なぞか．ら獲射するサーチライトな
　　　　どと全然異ってみるので不思議に思ひ，しばらく見て居ると西北方に
　　　　向って降下してしまった．よって同人が不審を抱きつX自宅に入って
　　　　5分間もた曳ぬ内に彼の地震となったもので，かれこそ田邊の椋手氏
　　　　が昔から研究してみる俗にいふ「辣手法」であったのでないかと震見
　　　　者の某は語った．（紀州日報十一月23日附より韓載）
　　　　筆者註此の現象は私の研究せる椋李虹ではなく7東大地震研究所の武者金吉
　　　　　　　　氏の前説なる地震の直前に現はれる登光現象であらうと思ふから薮に
　　　　　　　　記載した．
　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　）
　　　　西北：方の上室に地震直ぐ後，品形の光り物がボ1とあらはれて，東の
　　　　方へ走ったのを見た．（御坊町松原）
　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×
　　　　地震の約2分間後，サーチライトの如く雲の闇に細長く青白V・光りの
　　　　現象があった．（御坊町に七）
　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×
　　　　稻妻の如く裏由の室に光物がボ｝として浩えた，それは地震のあった
　　　　すぐ後で，薄曇りの天に美襯を：星した．
　（ハ）湯淺方面一海上に地震藪分後，棒状の稜光現象を目撃せり，色は青光
　　　　りであった。（一青年より）
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　　　　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　　　張震の後，赤味かかった電光の如き光りがあったがすぐ清失した．（伊
　　　藤より）
（二）印南：方面翫一町より西方に當って，弱い光りものを目撃しました．色
　　　は赤く，地震の約1分前でした．（YK生）
（ホ）南部町方面＝自宅より西北方の上室に棒朕の淡い色の光りものがあっ
　　　た．午後9時50分頃で，海上，鹿島さんの上室で浩えた．（一小供）
　　　　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　　　地震が揺ってから間なしに北方の室にパツと急く明るくなったものを
　　　見たが不思議なものでした
　　　　　　　　　　　〉く　　　　　　×　　　　　　×
　　　赤色の火の玉が屋根の上に光って消えたと同時に強震に揺られたが，
　　　戸外へ飛び出して見た時，西南の：方に棒状の光りがあった．
（へ）田邊町地方＝出漁して田邊轡に鋸つた時，急にエンジンが止ったので
　　不思議なこともあるものだと思ったら，地震が揺ったためであり，室・
　　　を見たら，海上に大きな花火の様なものがボiと見えてみた，薄曇り
　　　で所々，月明りあり，これが地震の後に光る紫電現象であると氣賢い
　　た．（田邊町内出崎の漁者）
　　　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　　私の庭は丘の上にありますが，午後9時50分頃，大きな地震あり，戸
　　外へ飛び出しましたら弘法さんの山の上に當って一種異様の青白V・光
　　　りものを見ましたから御知らせします。すぐ浩えましたが，北と東の
　　方へ二つに分れてしまぴました。（町内　山崎みつ枝）
　　　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　　地震が揺るのと同時に戸外へ飛び出しましたら，北方の室に棒駄の青
　　い色が光ってすぐ溝えました．（大川生）
　　　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×
　　扇ケ濱から江川浦の上室に青白い光りものを目撃しました。それは地
　　震直後で，津浪の來るのを恐れて濱邊へ出た時でした．その時，知人
　　も2～3人そこに居て見ました．（松本）
（F）白濱町方面篇地震と同時に白良荘の上室遊に二つの火の玉の如く青白
　　い光りが走ってすぐ清えました．（都會から來てるる湯客より）
　　　　　　　　　　×　×　×
　　棒歌の光りものが地震が揺ってからありました．眞赤色で，しばらく’
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　　　　見えました．
　　　　　　　　　　　　×　x　x
　（チ）醸成村方面＝田邊町の上室にバツと急に火の玉の如く光って西北へ走
　　　　りました．
　（リ）白川村方面＝張震と同時に青白い色の光りが放って二回一山はれた．
　　　　西の上室を水論に走って行った．（寒川村にて目撃者）
　　　　　　　　　　　　　（七）椋平飼の観測
　今回の紀南彊震前日，EPち17日午前11時58分より約4分10秒間，田邊町厩ケ
濱｛li・千野山測地鮎よりSWSの：方向，約2千5百米の上室に當って地震前兆虹
（椋千虹）を観測したが，不幸，雲が架ったため形態を完全にキャッチすることを
得す，從って野原地の方向，距離を豫翻することが出來なかったことは遺憾に
思ふ．色は少し淡く，傾斜は梢々NWNに傾き，それがため，18目の午後9時
47分頃，我が國内地の何虞かに濯い地震が起るだらう一とのみ観測したので
あった．いつも襯測毎に連報してみる某先生の虚へも電報を寄せなかった繹で
ある．
　註……椋李虹観測書及び物理的
訟訴現象機巧については拙著「地
震の前兆と椋卒虹現象」参照あり
たし．　　　　　　（椋7f－tE）
　　　（八）附　　　言
　今回の地震は顯著なもので
はあったが，震度としては小
さかったためか，地鳴り，海
鳴り，津浪の性質は認められ
なかった．唯，日高郡御坊町
海岸で彊震の起る歎出前に微
動が感ぜられたのみであり，
各地，地震計に感じた記録が
まだ手元に蒐集してないため
に詳細は後日に譲ることにす
る．尚，田邊槍潮所の潮位差
も以後の論文に記述しやうと
思ふ．
，???
??
，???鰭
　　　　　感奮
　　　　∴㌻鷲蠣
難藩．
@　　　　　　　　へに　　ヂ　　ド　’欝
　　し　　　　　　　　　ド鰯．
漣塑
1940年t一月17日午前H時58分現象
セシ椋ZF虹デ上部ハ二二覆ノ・レテヰ
〃タメ完全ナル観測ハ出來ナカツタ
　　　　　　　　　（椋干篇ス）
